









































を中心として、その を解明している。士族と平民 国会開設論議や君主 権といった事柄を取り上げ、秩序を前提とした進歩の在り方が、漸進主義の意図するものであるという結論 導きだ た。福地がいわゆる「御用記者」ある 評価に対して、福地の政治思想の特徴を見いだした研究であったといえる。しかし その 変遷につい






思想の変遷を明らかにする。具体的には、福地の漸進主義と関わり 深い木戸孝允の漸進主義はどのようなも で、福地の思想にいかに影響したか。福地自身 漸進主義として、君権と民権をどのように考えていたか。天皇の存在は、いつ頃から漸進主義と融合したの 。最終的に、福地えた漸進主義はどのような思想として結実し、一方で挫折を味わったのか。これらを解き明かすことが、本稿のテーマである。　
本稿では、福地の漸進主義思想を三期に分けている。第













もに、亡友に向って自身の人生の回顧を記している。福沢は、政治と一定の距離を置き、塾を開き、多くの門下生を育て他日の羽翼として、 教育・思想界に名 馳せた。福沢は、福地に明治政府の官吏 なることにつ て、 「出て仕ふるも牛後に居るに過ざるべし」と忠告したと う。さらに新聞を主宰するに当り、 「政府 提携すること莫れ、提携せば必ず足下を誤らん」と 再び忠告した 福地は記しいる。漸進主義という思想を持ちながら、明治政府やその周辺の人々からどのように見られていたのだろうか。福地の漸進主義の挫折を考えることも本稿 テーマであ　
本稿は、出来る限り福地が叙述したものに沿って彼の思














































































いて、木戸が漸進主義を最初に唱えたことを、木戸の死去に伴う故人の経歴紹介の社説の中 次のように述べ いる。 ［故木戸、筆者註、以下同じ］公は 漸進立憲地方分
権の首唱にして、而して最も自由を重んずるの大施治者たり由是観之今日に至て、世人が最も仰望す 所の者は、即ち公が夙に注目する所たるなり。蓋し公が始めて身を国事に起したるや勤王に出づ。此時に方て之れにあらざれば以て幕府を倒すべからざればなり。其






















十二年十二月）から、 「急激なる革新説に反対」し、漸進の行政手段として、 「先づ民会（町村会） 起し、夫より府県会を起し、夫よりして国会に及ぼす可し」と木戸と同
様のことを論じ、自由に関しては、 「参政の自由もさる事ながら、先づ身体の自由、人文の自由を漸進に伸張して温和の進路に就くこと肝要なり」と論じている。　
明治七、 八年の政治状況は、台湾出兵により、日清間の
葛藤が生じていた。木戸は明治七年四月に、台湾出兵に反対し、参議を辞職し 急進策に危険を感じたこの木戸の考えと、福地も同様であった。福地のこの歴史認識が良く出ている社説がある。明治七年一二月六日付 東京日日新聞において、次のような認識と急進の弊害を説明し 漸進へ方向を転じること 必要 論じた。そ 要点は次 通りである。　
行政の方向に、前進と守旧の二つがある。前進の中に
漸進と急進の二様がある。徳川幕府は、守旧を以て国安を二百年維持し、前進の為に覇業を一朝に失った。前進しながら滅亡するというのは、後世では理解しがたいだろうが、前進の機を誤り、前 変を防ぐことができず 亡んだ徳川氏は、前進の方向に於いて朝廷と競い、漸進 急進に勝てずに、その機に遅れて まった。現在の政府は急進以て常にその方向を定め、政体は封建 廃し、兵権を一つにし、租税を改め、法律を改革した。数年 間 欧州が数十百年の歳月 費やしたことを成 遂げたことは、急進































ことは、士族の力によ のではなく、平民の気力育成によるのであり 人民 独立気象によら ければならないということであった。そのためには、 「愛国」という自国を愛する気持ちを人民が持つことを、福地は望んだ。それが民権を考える上 の基礎であり、そ 上に人民の自治が育つと考えた。これら 社説によって検証しよう。　
明治七年一二月二日付の社説で、 「愛国」とは英語の「パ
トリチスム」のことであり、 「勤王」 「ロヤルチー」と











































































































「人文」の自由精神の養成と地方自治の義務が結びついている。福地は、明治八年一一月八日付の社説の中で、日本人は明治維新後、敬崇の良心はたちまち衣冠と共に消滅し、勤王の志を持っている人は少なくなったと慨嘆 いる。その人民に急成に参政の自由を与えれば、節度がなく り国が混乱すると指摘し 。それに代わり 漸次に「身





















































やく明治一 年四月、第二回地方官会議が開催され 。福地は、伊藤博文を助けて再び書記官とし 参加し 。明治一二年一月四日付の社説「明治十一年記事本末」である。
明治七年以来の立法会議論は其急漸の二義に分れたるを問はず、倶に公衆の権利を拡張し、人民の自由を伸張するに従事し、十一年に至りて初めて其目的を達し、十二年よりして漸く其成果を実試せしむる者なり。然














































る」という考えを法文化したも である。ここ 漸進主義は、保守 結び付き、愛国の中心となる天皇の憲法条文案を生み出した。　
西洋の文化や制度を移植する中で、日本の独自性を皇統





























































発行部数に触れている 明治八 九年頃は、七千から八千部の間であり、十年の西南戦争により一万部を超えたという。明治一三年末から一四年半ばになると、一万二千部へと部数が伸張し、 「余が社長たりし間の頂上にてあ き」と述べている。　
福地は、官有物払下げについて、明治一四年八月 一日
付の社説「開拓使のこと怪 む 足らず」の中で、そもそも大臣数人の議決を以て決まる「寡人政治」の政体 は免れないものだと批判し 「寡人政治」においては、 「主治者が自から人心の畏るべきを知り、自から輿論の重ずべ







































吾曹が小節目とする中の最も大なる問題とするものを挙げてその一例を示せば、国会を開設するに就て甲論者は、議院は一局議院の法に従う可し、議員の選挙は宜しく普通選挙を用うるべしといひ、乙論者は二局議院を用うべく分限選挙の法 可といわん。斯く甲乙の二論者が国会の組織に就ては異同ありといえども。国憲を制定し、 を開設し、君民同治 政体を以て寡


















































るという本来の福地の思想に戻ったともいえる。福地の懸念は過激な民権論者 よる国の混乱であり、それにより日本の独立が危 くなることであった。福地は自分自身を 「余















































































福地は主権論で苦戦を強いられた。福地は、君主国の主権は独裁政治か立憲政治かに係わ ず、常に君主 在りと信じていた。世論もこれに 議を唱えることはないと考えていたが、社説で公にしたところ、論敵に囲まれ しまっのである。福地批判論の多くは、立憲国の主権は議院に在る、主権は君主と議院の間に在る、君主は主権 一部を分有す に止まるといっ も で、 「要する 主権在君主説




























触れている。これによると、社説を政府から提供して掲載させる官報新聞案と、社説を載せず純粋な官報とする案とが協議され、後者 純粋な官報創刊案が確定した。政府は明治一四年一二月二日に「官報新聞設立の儀」を内決している（ 『保古飛呂比』同日の条） 。加えて 政府は 創刊準備と並行して、政府系新聞 育成 乗り出したという。　
明治一四年一二月、福地は東京日日新聞を経営する日報
社の株を一手に買い取り、新たに漸進立憲党の主義に賛同する株主に限るように改組した。 れにより 東京日日新聞が政府と同じ漸進主義であることを鮮明にした である。　
明治一四年一二月二〇日付の社説「日報社の組織を明ら
かにす」には、組織改正の主旨が書かれ いるると、政府系を示唆することは当然述べら て ないものの、 「此の新聞をして漸進立憲の新聞たらしめんと冀う」とし、 「皇極論、民極論に在 を以て、読者諸君は、此の両論は漸進立憲党 主義なり 而して我日日新聞は此の政党の意を表すべきの新聞紙なりと、信せられんこ を切望するなり」 、事実上、親政府系主義を執ることを明らか






































は、憲法は聖天子の親裁として欽定憲法とすること。第三条は、主権は聖天子の独り総攬とすること。第四条は、国会議院 二院とすること。第五条は、代議人選挙は制限選挙とすること。第六条で、国会は国内に限定して 律を議決する権利があるとすること。第七条は、聖天子は国会の議決を制可とする、若しく 制可せざるの大権を有すること。 第八条は、 陸海軍人の政治干渉を禁ずること。 第九条は、司法官の独立。以上である。　
綱領には、二つのポイントがある。一つは、当時の伊藤
博文らの政府指導者と一致した考えを反映していると推測されること。第二は、天皇の主権を基本 し、国民を代表する国会の権利は、国内の法律制定の範囲に制約されるしてい ことである。第二の点 更に考え 万世一系の皇統を奉戴す を国体とし、 統を中心に国の安定を図ること 意味しているといえる。なお、そ 際 軍人の政治干渉は排除していた　
福地は、立憲帝政党の綱領が政府指導者と主義を同じく




























と、国体は万世一系、永遠の皇統を奉戴し、我国の独立を元気によって維持することである 述べている。福地 考える漸進主義は、地方自治から始まった。その根底にあるものは、 国家の安定であり、 欧米列強に対峙する独立で った。国体の考え方は、それらの基盤 して考えられ た


































































時余程困難之位地に入込候歟様に相見、気之毒奉存候」と福地の苦境を末松は伝えている。さらに、 「頃日之論説閲すればやゝ一方に傾き過候歟と被思候事も有之、何卒従来之名望を損せざるやう希望 不堪 」と、福地の新聞経営が親政府に傾きすぎていることを気に掛けていた。　
以上から、立憲帝政党と東京日日新聞が苦戦しているこ
とを窺うことができる。加えて、福地ら は党の統率者して、政府指導者の就任が必要だったのである。一方、井
































































なる明治七年一二月から三新法成立の明治一一年七月までとして考察した。木戸孝允が漸進主義の首唱であると、福地自身が認めていることが本稿で確認さ た。つまり、福地は木戸の考え方を知り、それに賛同して福地 思想の基礎としたのであ 。福地の思想の基本は、 「国家 安定」であり、西洋文明に対し 日本 文明を進歩させ、日本
独立を守ることであった。 「国家の安定」の為には、人口の大部分を占めて、一家の生計を立てるという義務がある「平民」の気力育成が必要と、福地が考えていたことを指摘した。　
福地は、文明開化には「有形開化」と「無形開化」があ
るとして、何より「無形開化」が日本に要ると考えていた。そのためには 「愛国の育成」と「地方自治の義務」が欠かせないとした。更に、自由の精神は参政の 由もさることながら、身体、人文の自由の伸張が肝要と 福地は考えていたのである。　
士族による民権運動の主唱には、アンチガバメント（反
政府）感情が混在して ると述べている。民権論者が唱える国会開設は時期尚早で 平民の中に「 治 精神」を育成す ことが先に必要であると福地は考え 中央集権と地方分権の適度な均衡 、日本の進歩 独立維持に適していると説いている。こうし 点 、この時期の漸進主義思想であったことを、本稿で明らかに た。　
第二期の漸進主義思想は、三新法成立後から明治一四年
一〇月の政変までとし 考察した。この時期に至 漸進主義の思 は、保守精神を回復 、 「愛国」の中心て「天皇」が初めて登場する。民権運動が過激となり 国








































日付日出国新聞（ 「時事論集」 『福地桜痴集』 〈筑摩書房、一九六六年〉 、四〇三―四〇四頁） 。なお、本稿において史料を引用する際には、カタカナは平仮名に統一した。句読点がない場合には、適宜それらを付した。旧漢字は適宜新漢字に改めた。
（６）
		 「吾曹」の他に、明治七、 八年頃は、 「我曹」という表現もある。本稿では「我曹」も福地の論説と考えた。
（７）
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